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フットパスを生かしたまちづくり
  近年の観光形態は、参加から体験、健康に加え、学び志向へと深化し、旅行
者は自然や歴史文化、特産物や人との交流など、その土地ならではの地域ら
しさを求めています。甲州市では固有の観光資源を生かして一層の活性化を
図っていくため、自然や産業、歴史文化に親しむ散策道として、フットパス
ルートの構築を目指しています。新たな潮流として注目されるフットパスの
意義や活用、今後の観光振興のあり方を考えていく機会としてミニシンポジ
ウムを開催します。多くの皆さんのご参加をお願いします。
日　時　　　平成19年9月7日（金）午後7時～午後9時
会　場　　　甲州市 勝沼市民会館2階大ホール（勝沼庁舎敷地内）
参加費は無料です。どなたでも自由に参加できます。


■ 講 演

㈱JTBパブリッシング『大人の遠足』編集長　益子幸子さん
従来の観光ガイドブックとは異なる視点を取り入れ、全国各地のまち歩きや里山歩きのコースを
紹介する人気のガイドブック『大人の遠足』編集長の益子幸子さんに、フットパスの効果や生か
し方など、これからの観光地のあり方について語っていただきます。

■ 意見交換
まちづくりは、地域に住む人間が主体的に取り組んでいくことが重要です。実践者として取り組
んでいる皆さんに具体的な方策や課題について語っていただきます。

パネリスト　益子幸子さん　㈱JTBパブリッシング編集長
神谷由紀子さん（NPO法人みどりのゆび代表）
東京都町田市で「多摩丘陵フットパス」を精力的に展開しているNPO法人の代表。フットパス
では国内の草分け的存在であり、全国への普及活動にも取り組んでいる。

高安一さん（勝沼朝市会代表）
毎月第一日曜日に勝沼で朝市を主催している。コミュニティビジネスを通じて地域の元気度アッ
プが目標。NPOなど地域固有の文化をもとにしたまちづくり活動にも参画。
コーディネーター　屋代雅充さん（景観まちづくりプランナー）
地域らしさを生かした観光のあり方について、景観や環境を軸に全国各地の計画づくり等に関わ
っているプランナー。甲州市勝沼地域におけるフットパスルートの構築や活用にも携わっている。
㈱ラック計画研究所代表。

※フットパスfoot-path  自然や歴史文化に親しむ散策道。19世紀後半から取り組みが始まったイギリス
では、国民の歩く権利が法律で保証され、地球6周分ものフットパスルートが設定されている。週末に
なるとルートマップやガイドブックを手に多くの人々がウォーキングを楽しんでいる。

主催／問い合わせ先　甲州市 観光産業部 観光課　TEL 0553－48－2111（代）











